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新生児聴覚検査ハンドブックを改訂しました 

   新生児聴覚スクリーニングにご協力いただいている機関の皆様に、「新生児聴覚検査ハンドブッ

ク（改訂版）」をお届けしました。 

 今回の改定では、新生児聴覚検査に先天性サイトメガロウィルス感染症検査の追加、検査結果に応じ

ての対応、また、先天性サイトメガロウィルスの検査の実施や結果を含めた報告様式の変更等が含まれ

ています。 

 10 月より、変更後の様式での報告を始めていますが、いくつか問い合わせがありまし

たので、共有させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訂正した報告書 様式 7 を、本文書に同封いたしました。また、本センターのホームページからハンド

ブック（PDF）がダウンロードできますので、ご利用ください。 

 

 

令和７年度 

 
  長野県疾病・感染症対策課  信州大学医学部附属病院耳鼻咽喉科頭頸部外科 

 

Q 分娩数＝検査対象のお子さんの数ではな

いため、記入しにくい。 

→「出生数」と訂正します。 

 

Ｑ サイトメガロウイルス感染症の検査結

果を待つと、報告が遅れてしまう。 

 →検査結果が出るまで待ってから報告を

いただいて構いません。 

Q メールでの報告はできますか？ 

 →可能です。Wordの形式を送ることがで

きますので、メールでお問い合わせくだ

さい。 

Q 出生の日と検査の日が、月をまたいでし

まった場合はどう記入したらよいか。 

 →月末生まれのお子さんが次月に検査とな

った場合は、生まれ月の検査の数に加えて

ください。検査が終わるまで待ってから報

告をいただいて構いません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県難聴児支援センター 

  TEL: 0263-34-6588 

   FAX: 0263-34-6589 

メール: mimi@shinshu-u.ac.jp 

住所：松本市旭 2-11-30 松本旭町庁舎 2階 

ホームページ  http://shinshu-nanchouji.jp 

（療育支援員 通澤 愛子） 

 

ご相談、お問い合わせ 等 

お気軽にご連絡ください 

 

ファミリーセミナーを実施しました 

 

「母子保健技術研修会」で 

 講演を行いました 

令和７年度は 

累計 ４４名の方に 

ご参加いただきました 

・本人ご家族(ご親族) 

・・医療関係者  

今年度も、難聴が発見されたばかりの０歳のお子さ

んとそのご家族を対象に「ファミリーセミナー」を開催し

ました。セミナーは３回を１クールとして実施しておりま

す。１回目は信州大学医学部附属病院耳鼻咽喉科頭

頸部外科の工教授と吉村先生から、耳の仕組みや音

の伝わり方、難聴の原因診断から治療まで、医療の専

門的な内容を、 ２回目は言語聴覚士の權田先生か

ら、きこえやことばの育ちと、その育ちを支えるかかわり

について、３回目は、難聴児を育てている保護者の方

から「先輩ママ」として、たくさんのエピソードを交えな

がらお話いただきました。 

 ご両親だけでなく、お子さんを支える多くの方にご参

加いただき、「疑問に思っていいたことをすべて説明し

てもらえた」「かかわりについて学ぶことができ、今日

から実践できそう」「母目線でのお話をきけて貴重だっ

た」などの感想をいただきました。 

１月に、県内の母子保健担当者向けのオンライン研修会で講演を行いました。 

参加者は、55所属 100名でした。1歳 6か月検診や 3歳児健診などで、難聴を見逃さないためのポ

イントや方法、担当者に知っておいてほしい知識や心構えなどをお伝えすることができました。 

これからも地域の保健師さん方のお力もお借りして、難聴の早期発見を目指していきたいと思います。 

TEL:0263-34-6588

